
ヤマハ発動機＜7272＞、ヤマハモーターロボティクスHD＜6274＞を
TOBで完全子会社化

ヤマハ発動機は、連結子会社のヤマハモーターロボティクスホールディングスに対し、完全子会社化を
目的にTOB（株式公開買い付け）を実施することを決議した。ヤマハ発動機の現在の株式所有割合は5
8.99％。ヤマハモーターロボティクスHDはTOB成立後に上場廃止となる見通し。

半導体製造装置業界では、マウンター（電子部品実装装置）と半導体後工程装置との技術的融合が強ま
っており、装置メーカーに対してもトータルソリューションの提供が課題となっている。ヤマハ発動機
はこれに対応するため、2019年６月に半導体後工程装置大手の新川（現・ヤマハモーターロボティク
スHD）を連結子会社化した。今回TOBにより完全子会社化することで経営スピードを一段と高める。
ヤマハモーターロボティクスHDはTOBに賛同を表明している。

TOBの買付価格は１株当たり750円。公表前営業日の対象株式の終値508円に対して47.64％のプレミ
アムを加えた。買付予定数は1819万5465株で、下限は340万4300株に設定している。下限に満たな
い場合は買い付けを行わない。買付予定額は136億4659万8750円。公開買付期間は2020年２月13日
から４月10日までを予定している。


